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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１，４－シクロヘキサンジメタノールを含むジオール成分と、二塩基酸成分とを、総ジ
オール成分：二塩基酸成分モル比０．９７から１．２で反応ゾーンに添加して、インヘレ
ント粘度が少なくとも０．５ｄＬ／ｇである実質的に線形の熱可塑性ポリエステルを生成
すること；
を含み、
　二塩基酸成分を、徐々に増加させながら反応ゾーンに添加し、そして二塩基酸成分の添
加が完了するまで反応ゾーン内のジオール成分：二塩基酸成分モル比が総モル比よりも大
きい、ポリエステルを製造する方法。
【請求項２】
　二塩基酸成分の添加が完了した後に、ジオール成分および二塩基酸成分を、温度２１０
から２５０℃、絶対圧力４８ｋＰａから５５２ｋＰａで加熱することを更に含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記温度が２１０℃から２４０℃である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記温度が２２０℃から２４０℃である、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　二塩基酸成分が、二塩基酸成分の総モル基準で少なくとも８０モルパーセントの、テレ
フタル酸、ナフタレンジカルボン酸、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、およびイソ
フタル酸からなる群から選択される１種以上のジカルボン酸を含み；かつジオール成分が
、ジオール成分の総モル基準で、１０から１００モルパーセントの１，４－シクロヘキサ
ンジメタノール、ならびに、０から９０モルパーセントの、ネオペンチルグリコール、ジ
エチレングリコール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、１，３－プロパ
ンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジ
オール、１，８－オクタンジオール、２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオー
ル、１，３－シクロヘキサンジメタノール、ビスフェノールＡ、およびポリアルキレング
リコールからなる群から選択される１種以上のジオールを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
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　二塩基酸成分が、０から２０モルパーセントの、フマル酸、コハク酸、アジピン酸、グ
ルタル酸、アゼライン酸、セバシン酸、レゾルシノールジ酢酸、ジグリコール酸、４，４
’－オキシビス（安息香酸）、ビフェニルジカルボン酸、４，４’－メチレンジ安息香酸
、トランス－４，４’－スチルベンジカルボン酸、およびスルホイソフタル酸からなる群
から選択される１種以上のジカルボン酸を更に含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　二塩基酸成分が、６０から１００モルパーセントのテレフタル酸および０から４０モル
パーセントのイソフタル酸を含み、かつジオール残基が、１００モルパーセントの１，４
－シクロヘキサンジメタノールを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　二塩基酸成分が、９５モルパーセントのテレフタル酸および５モルパーセントのイソフ
タル酸を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　二塩基酸成分が１００モルパーセントのテレフタル酸を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　二塩基酸成分が、８０から１００モルパーセントのテレフタル酸を含み、かつジオール
成分が、５０から９０モルパーセントの１，４－シクロヘキサンジメタノールおよび１０
から５０モルパーセントの１，３－シクロヘキサンジメタノールを含む、請求項６に記載
の方法。
【請求項１１】
　二塩基酸成分が１００モルパーセントのテレフタル酸を含み、かつジオール成分が１０
から４０モルパーセントの１，４－シクロヘキサンジメタノールおよび６０から９０モル
パーセントのエチレングリコールを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　ジオール成分が、１０から９９モルパーセントの１，４－シクロヘキサンジメタノール
、０から９０モルパーセントのエチレングリコールおよび１から２５モルパーセントのジ
エチレングリコールを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１３】
　ジオール成分が、５０から９０モルパーセントの１，４－シクロヘキサンジメタノール
および１０から５０モルパーセントのエチレングリコールを含む、請求項６に記載の方法
。
【請求項１４】
　二塩基酸成分が９０から１００モルパーセントの１，４－シクロヘキサンジカルボン酸
を含み、かつジオール成分が９０から１００モルパーセントの１，４－シクロヘキサンジ
メタノールを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１５】
　総ジオール成分：二塩基酸成分モル比が１．０から１．１０である、請求項１に記載の
方法。
【請求項１６】
　総ジオール成分：二塩基酸成分モル比が１．０から１．０５である、請求項１５に記載
の方法。
【請求項１７】
　二塩基酸成分を少なくとも２段階で反応ゾーンに添加する、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　二塩基酸成分を連続的に反応ゾーンに添加する、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　二塩基酸成分を、水中、アルコール中または１種以上のジオール中の混合物として添加
する、請求項６に記載の方法。
【請求項２０】
　反応ゾーンが少なくとも２つの反応器を含む、請求項６に記載の方法。
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【請求項２１】
　熱可塑性ポリエステルのインヘレント粘度が少なくとも０．６５ｄＬ／ｇである、請求
項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　熱可塑性ポリエステルのインヘレント粘度が少なくとも０．７ｄＬ／ｇである、請求項
１８に記載の方法。
【請求項２３】
　ジオール成分の総モル基準で１０から１００モルパーセントの１，４－シクロヘキサン
ジメタノールを含むジオール成分と、二塩基酸成分の総モル基準で６０から１００モルパ
ーセントのテレフタル酸を含む二塩基酸成分とを、総ジオール成分：二塩基酸成分モル比
１．０から１．１５で反応ゾーンに添加して、インヘレント粘度が少なくとも０．６０ｄ
Ｌ／ｇである実質的に線形の熱可塑性ポリエステルを生成すること；
を含み、
　二塩基酸成分を、徐々に増加させながら温度２２０℃から２５０℃で反応ゾーンに添加
し、そして二塩基酸成分の添加が完了するまで反応ゾーンに添加されるジオール：二塩基
酸成分のモル比が総モル比よりも大きい、ポリエステルを製造する方法。
【請求項２４】
　反応ゾーンの温度２６０℃以上での滞留時間が５時間以下である、請求項２３に記載の
方法。
【請求項２５】
　反応ゾーンの温度２６０℃以上での滞留時間が４時間以下である、請求項２４に記載の
方法。
【請求項２６】
　反応ゾーンの温度２６０℃以上での滞留時間が３時間以下である、請求項２５に記載の
方法。
【請求項２７】
　反応ゾーンの温度２６０℃以上での滞留時間が２時間以下である、請求項２６に記載の
方法。
【請求項２８】
　総ジオール成分：二塩基酸成分モル比が１．０から１．１０である、請求項２５に記載
の方法。
【請求項２９】
　総ジオール成分：二塩基酸成分モル比が１．０から１．０５である、請求項２８に記載
の方法。
【請求項３０】
　ポリエステルが、ジカルボン酸残基の総モル基準で６０から１００モルパーセントのテ
レフタル酸残基、０から４０モルパーセントのイソフタル酸残基を含み、かつジオール残
基の総モル基準で１００モルパーセントの１，４－シクロヘキサンジメタノールの残基を
含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項３１】
　ポリエステルが、６５モルパーセントのテレフタル酸の残基および３５モルパーセント
のイソフタル酸の残基を含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　ポリエステルが、９５モルパーセントのテレフタル酸の残基および５モルパーセントの
イソフタル酸の残基を含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　ポリエステルが１００モルパーセントのテレフタル酸の残基を含む、請求項３０に記載
の方法。
【請求項３４】
　ポリエステルが、ジカルボン酸残基の総モル基準で１００モルパーセントのテレフタル
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酸の残基、ならびに、ジオール残基の総モル基準で１０から４０モルパーセントの１，４
－シクロヘキサンジメタノールおよび６０から９０モルパーセントのエチレングリコール
の残基を含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項３５】
　ポリエステルが、ジオール残基の総モル基準で、１０から９９モルパーセントの１，４
－シクロヘキサンジメタノールの残基、０から９０モルパーセントのエチレングリコール
の残基、および１から２５モルパーセントのジエチレングリコールの残基を含む、請求項
２３に記載の方法。
【請求項３６】
　ポリエステルが、ジオール残基の総モル基準で、５０から９０モルパーセントの１，４
－シクロヘキサンジメタノールおよび１０から５０モルパーセントのエチレングリコール
の残基を含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項３７】
　実質的に、ジオール成分の総モル基準で１０から１００モルパーセントの１，４－シク
ロへキサンジメタノールを含むジオール成分と、二塩基酸成分の総モル基準で５から４０
モルパーセントのイソフタル酸を含む二塩基酸成分との混合物であって総ジオール成分：
二塩基酸成分モル比が１．０から１．１５である混合物を温度２２０から３００℃で加熱
して、インヘレント粘度が少なくとも０．６０ｄＬ／ｇである実質的に線形の熱可塑性ポ
リエステルを生成することからなる、ポリエステルを製造する方法。
【請求項３８】
　ジオール成分と二塩基酸成分とを、総ジオール成分：二塩基酸成分モル比０．９７から
１．１５で反応ゾーンに添加して、インヘレント粘度が少なくとも０．５ｄＬ／ｇである
実質的に線形の熱可塑性ポリエステルを生成すること；
を含み、
　ジオール成分を、徐々に増加させながら温度２１０℃から２５０℃で反応ゾーンに添加
し、そしてジオール成分の添加が完了するまで反応ゾーンに添加されるジオール：二塩基
酸成分のモル比が総モル比よりも小さい、ポリエステルを製造する方法。
【請求項３９】
　総ジオール成分：二塩基酸成分モル比が１．０から１．１０である、請求項３８に記載
の方法。
【請求項４０】
　総ジオール成分：二塩基酸成分モル比が１．０から１．０５である、請求項３９に記載
の方法。
【請求項４１】
　総ジオール成分：二塩基酸成分モル比が１．０である、請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　（ｉ）実質的に水を含む留出物を回収しながら、二塩基酸成分の一部を、沸点が１０１
ｋＰａで少なくとも２３０℃であるジオールを含むジオール成分とエステル化条件下かつ
ジオール成分：二塩基酸成分モル比１．２超で接触させてオリゴマーを形成すること；
　（ｉｉ）二塩基酸成分の少なくとも１つの追加割当量をオリゴマーに添加して、総ジオ
ール成分：二塩基酸成分モル比１．２以下を与えること；および
　（ｉｉｉ）オリゴマーを重合条件下で４時間以下の間加熱して、インヘレント粘度が少
なくとも０．６５ｄＬ／ｇである線形の熱可塑性ポリエステルを生成すること；
を含む、ポリエステルを製造する方法。
【請求項４３】
　（ｉ）実質的に水を含む留出物を回収しながら、二塩基酸成分の総モル基準で６０から
１００モルパーセントのテレフタル酸を含む二塩基酸成分の一部を、ジオール成分の総モ
ル基準で１０から１００モルパーセントの１，４－シクロヘキサンジメタノールを含むジ
オール成分とエステル化条件下かつジオール成分：二塩基酸成分モル比１．２超で接触さ
せて、インヘレント粘度が０．４ｄＬ／ｇ未満であるオリゴマーを形成すること；
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　（ｉｉ）二塩基酸成分の少なくとも１つの追加割当量をオリゴマーに添加して、総ジオ
ール成分：二塩基酸成分モル比１．２以下を与えること；および
　（ｉｉｉ）オリゴマーを重合条件下で４時間以下の間加熱して、インヘレント粘度が少
なくとも０．７ｄＬ／ｇである線形の熱可塑性ポリエステルを生成すること；
を含む、ポリエステルを製造する方法。
【請求項４４】
　請求項５，２３，４２または４３のいずれかに記載の方法により製造されたポリエステ
ル。
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